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世界最大“二百吋”望遠鏡の製作工程
　全世界の天文フアンが待望の的である“二百吋”の大反射望遠鏡の製作エ程
について，二才カリフオニや工學院のJohn　A・Anderson博士が獲表する卿こ
よれば，昨年1939年七月末の現在では，
1）研究所本部の3つの建築は最：近完成した．
2）　口径“200インチ”の鏡面は殆んど完全に球面となった．あと僅かな整形が
　残ってみるばかり。
3）補助用の双曲線鏡面．数ケは一部整形絡了．
4）　クデ式の手漉鏡（36”×53”）は殆んど完成．
5）望遠鏡運傳用の3ケの大型ヲ1ム・ギヤの内，1ケは完成，他は製作中．之
　れは各個の製作に6ケ月かNる．
6）パロマ1山上では，径135吠のド1ムが略々完成．“二百吋”望遠鏡のマウ
　ンテングの重量部は，製作されただけは皆据え付けられたし，電氣装置も可
　なり進歩した．口径，“48吋”のシミツト望遠鏡のド1ムも殆んど完成した．
7）　‘‘二百吋”望遠鏡の附属品，部ち，分光爲二七や，乾板とり枠や其の他一一切
　のものは，望遠鏡がほNS　2年後には完成して，使用されるやうになる見込み
　なので，其れまでには全部が出來上る土定で，釦乍工事が進められてみる．
こんなわけであるがら，さすがに亘大な此の望遠鏡の工事であるため，V・ろV、
ろ各方面で，やかましく待望されてるる割り合ひに時日が長引いてみるが，上
記の様子から見ると，tg41年の末までには全部が完成し，早ければ同年内に，
或は遅くとも1942年には観測が開始されるだろうと，豫期される．
